
藤野地区における学校規模適正化の取組 

説明会　開催結果概要 

【会場：藤の沢小学校】 

開催日：令和７年５月20日（火）18時30分～20時45分 

参加者：地域住民・保護者17名 

【会場：藤野南小学校】 

開催日：令和７年５月21日（水）18時30分～19時30分 

参加者：地域住民・保護者７名 

【説明内容】 

藤野地区学校配置検討委員会における協議内容・協議結果について 

【参加者からの質問・意見概要】 

質　疑 回　答 

令和10年４月から運用開始する

予定とのことだが、時期を遅ら

せることはできないのか。 

 

学校統合を現在入学している子

ども達が卒業してからにしてほ

しい。 

 

児童により良い教育環境を提供

するために、もっと早めること

はできないのか。 

本取組の目的から、１学年２学級以上の規模を可

能な限り早急に整備すべきという考えです。 

ただし、児童の事前交流の場を設けるなど、十分

な準備期間として、これまでの事例を踏まえると

２年は必要と考えており、また、近年の建設業界

の人手不足などの状況から、校舎増築工事には２

年程度を要する見通しです。 

保護者や地域の方からも、早くすべき・遅くすべ

き双方の意見をいただいている中、これらのこと

から必要な準備や増築完了見込の令和10年４月に

運用を開始したいと考えております。 

次年度から児童の入学を停止で

きないのか。 

仮に児童の入学を停止した場合、年々異学年が減

り、最終年度には６年生しかいなくなる、という

状況に陥ることは、教育環境として適切ではない

と考えております。 

再編後、校名は変更しないの

か。 

これまでの検討委員会にて、校名変更の意見がな

かったことや校名等の変更に伴い新たな対立軸が

生じる可能性を踏まえ、変更しない想定です。 

現時点での保護者だけではな

く、未就学世帯などすべての人

を対象にして、意見交換を行っ

てほしい。 

藤の沢小と藤野南小の通学区域の全戸※に対して

検討委員会の協議概要をまとめたニュースレター

を配布し、意見募集を行いながら進めてきてお

り、現時点での保護者だけではなく、未就学世帯

も含め、当該地域全体の意見を聞きながら検討を

進めてきたと認識しています。 

※ポスティング：合計約6,200通。空き家、投函拒

否は対象外。 

検討委員会の資料が配布されて

いないのではないか。 



登校・下校のバスに乗り遅れて

しまうと、次の便まで１時間程

度空いてしまう。通学のために

バスは増便しないのか。 

バス会社とは適宜相談しながら検討を進めてきて

いますが、現時点においては増便は難しい状況で

あると認識しています。 

学校の方でも路線バス利用児童が生じることを踏

まえた対応の検討を進めており、併せて、ご家庭

の協力もいただきながら対応していきたいと考え

ているところです。 

なお、現時点のダイヤ上、登校時には２便の活用

を想定しており、下校に当たっては、午前授業、

５時間授業、６時間授業時それぞれに利用可能な

便があると考えています。 

過去の学校統合において、アン

ケート結果で集約したネガティ

ブな意見を示すことは可能か。 

これまでのアンケート結果はホームページにて公

表しており、ポジティブな意見だけではなくネガ

ティブな意見も紹介しているので、そちらでご確

認いただきたいと思います。 

再編後の学校では、教員は増員

するのか。 

現時点で具体的にお伝えすることはできません

が、再編後の学級数に応じた教員数となるととも

に、児童や教職員への再編による影響にも配慮し

たした体制づくりは必要であると考えています。 

今回の説明会で終了ではなく、

また保護者からの要望・質問に

対する説明会を行ってほしい。 

ご意見を踏まえ、次回の説明会開催を検討してま

いります。 

保護者説明会を開催する場合、

その結果について情報提供して

ほしい。 

ご意見を踏まえて、藤の沢小保護者への説明の実

施や結果の周知について検討してまいります。 

 

意　見 

当事者である子どもの意見も聞いてほしい。 

これまでの検討委員会のニュースレターや住民説明会の開催案内の言葉をもっと分か

りやすくしてほしかった。 

 



 

【藤の沢小学校長閉会の挨拶】 

今改めて、全員の思いが一つとなって物事を決定していく難しさを体感したところで

あり、藤の沢小の校長として、このような場で統合に対する意見を述べる難しさもある

と感じています。 

これまで、私も学校配置検討委員の一人として、保護者や地域の方から寄せられた意

見も踏まえて、様々な観点から「子どもたちのために」という思いで検討してきたこと

は間違いありません。今後も、「子どもたちのために」ということを大切にしながら一

生懸命に教育活動に邁進してまいりたいと思います。 

 

【藤野南小学校長閉会の挨拶】 

　学校再編に関わる説明会にて、様々なご意見をお伺いしましたが、「子ども達の思い

を大切にする」という気持ちは共通していると思います。私としては、子ども達がお互

いを知り、繋がりを深めていくことが重要と考えています。今後も子ども達が「この学

校で良かった」と感じてくれるような安心感のある学校づくりに邁進していこうと考え

ております。是非とも保護者・地域の皆様からご理解とご協力を賜りながら、進めてま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 


